
イベントが「メジロ」おし！！

電話でのお問合せは各事業所へ★受付時間9：00～17：00（日・祝除く）

ヘルパーステーション林

訪問看護ステーション林

デイサービスひびき

林ケアサポート居宅介護支援事業所

有料老人ホームすこやか

０９９－２０６－０５２０（直）

０９９－２５０－７１１７（種田）

０９９－８１２－８５８１（西田）

０９９－２６３－８１５７（瀬木）

０９９－２５１－１０６６（寺澤）

は
や
し
の
ご
近
所
め
ぐ
り

まごころを込めたケアサービスでご利用者様とご家族をサポートします。
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健康チェック 
 

身長・体重、血圧、血

糖、骨密度、血管年齢

などをチェック！ 

なんでも相談 
 

★栄養相談 

★介護相談 

★健康相談 

専門のスタッフがアドバ

イスします！ 

  

アロマハンド 

トリートメント体験 
 

当院のスタッフが日頃の

感謝の気持ちを込めてア

ロママッサージを行いま

す！ 

ご来場特典あり！ 

♪はやしのピアノコンサート

同日１２時から１３時に、音楽会を予定して 

おります♪詳細は追って院内ポスターや 

ホームページにてご案内いたします。 

詳しくは当院スタッフへお声かけ下さい★ 

第
一
回
「
西
郷
武
屋
敷
跡｣

 

こんにちは(*^-^*) 

僕は「はやしのヨシちゃん」です。 

これから僕と一緒に林内科胃腸科

病院のご近所をめぐりましょう!! 

武
屋
敷
は
西
郷
が

朝
鮮
へ
の
使
節
派

遣
の
考
え
に
反
対

さ
れ
て
明
治
六
年

鹿
児
島
に
帰
っ
て

か
ら
、
明
治
十
年
西

南
戦
争
が
起
こ
る

ま
で
の
四
年
間
を

暮
ら
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
屋
敷
は
西
南

戦
争
で
焼
け
、
明
治

十
三
年
、
弟
の
従
道

が
再
建
し
ま
し
た

が
、
現
在
は
公
園
と

な
り
、
当
時
の
井
戸

だ
け
が
残
っ
て
い

ま
す
。
 

南洲翁使用の井戸 

西郷隆盛と菅実秀が対話している座像  



部
署
紹
介
 

地域医療連携室 

主任のコメント 

 個性豊かな笑顔のたえない部署です♪ 

医師・看護師はもちろん、各部署との連携

を行いながら「その人らしく」生活・療養して

頂けるよう、チームで支援します。 

患者様・ご家族一人ひとりと向き合い、寄り

添って一緒に歩んでいきたいと思っています。 

      笠木 梢 

★
業
務
内
容
 

 
私
た
ち
は
、
療
養
生
活
・
ご
自

宅
で
の
生
活
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま

な
心
配
事
に
つ
い
て
患
者
様
や
ご

家
族
と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
解
決

へ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
 

 
地
域
の
医
療
機
関
や
介
護
事
業

所
と
も
連
携
し
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
安
心
し
て
そ
の
人
ら
し
く

生
活
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
 

 ★
モ
ッ
ト
ー
 

 
「
患
者
様
と
ご
家
族
の
想
い
に

寄
り
添
う
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

皆
様
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

 ★
取
り
組
み
 

 
研
修
会
や
連
携
会
へ
積
極
的
に

参
加
し
、
患
者
様
・
ご
家
族
に
よ

り
良
い
支
援
が
行
え
る
よ
う
、
自

己
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
 

●
職
員
体
制
●
 

 医
師
 
 
 
 
1
名
 

看
護
師
 
 
 
1
名
 

医
療
相
談
員
 
3
名
 

(

社
会
福
祉
士
・
介
護

支
援
専
門
員))

 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
 

 
薬
に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト
ラ
～
身
近
に
役
立
つ
漢
方
の
は
な
し
①
 

 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
興
味
は
あ
る
け
ど
良
く
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
多
い
漢
方
に
つ
い
て
「
身
近
に
役
立
つ
漢
方
の

話
」
と
し
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

  
第
一
回
目
 

 
 
「
そ
も
そ
も
漢
方
っ
て
ど
ん
な
も
の
？
」
 

  

漢
方
（
か
ん
ぽ
う
）
っ
て
何
？
 

 
 
 

 
西
洋
医
学
は
、
原
因
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
病
気
へ
の
治

療
が
得
意
な
の
に
対
し
、
漢
方
医
学
は
、
西
洋
医
学
で
は
病
気

と
み
な
さ
れ
な
い
よ
う
な
不
調
に
対
し
て
も
得
意
分
野
で

す
。
 

 
 
例
え
ば
…
 

 
 
 
「
お
な
か
の
調
子
が
悪
い
」
 

 
 
 
「
食
が
細
い
」
 

 
 
 
「
な
ん
と
な
く
元
気
が
な
い
」
 
な
ど
で
す
。
 

  
 
 
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
病
気
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
 

 
 
 
ザ
な
ど
急
性
の
病
気
に
も
漢
方
は
効
果
を
発
揮
し
 

 
 
 
ま
す
。
 

 
 

 
 
 
 
 
 
な
お
、
西
洋
医
学
で
は
同
じ
病
名
な
ら
同
じ
 

 
 
 
 
 
 
薬
や
治
療
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
漢
方
医
学
で
 

 
 
 
 
 
 
は
一
人
ひ
と
り
の
「
体
質
」(

漢
方
で
は
「
証
 

 
 
 
 
 
 
【
し
ょ
う
】
と
い
い
ま
す)

や
「
症
状
を
診
断
し
 

 
 
 
 
 
 
て
薬
を
決
め
ま
す
。
そ
の
た
め
同
じ
症
状
で
 

 
 
 
 
 
 
も
人
に
よ
っ
て
違
う
漢
方
が
処
方
さ
れ
る
 

 
 
 
 
 
 
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
 

 
漢
方
の
成
り
立
ち
 

  
中
国
を
起
源
と
す
る
伝
統
医
学
が
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
日
本
に
伝

わ
っ
た
の
は
五
～
六
世
紀
ご
ろ
で
す
。
こ
の
頃
、
多
く
の
漢
方
薬
や
生
薬
、

医
学
書
が
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
 

 
 

 
こ
う
し
て
伝
わ
っ
た
中
国
の
伝
統
医
学
は
、
や
が
て
日
本
の
風
土
・

気
候
や
日
本
人
の
体
質
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
わ
せ
て
独
自
の
発
展

を
と
げ
、
十
七
世
紀
ご
ろ
よ
り
体
系
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
医
学
が

漢
方
医
学
で
す
。
 

 
 

 
ち
な
み
に
「
漢
方
」
と
お
い
う
名
称
の
由
来
は
、
江
戸
中
期
に
オ
ラ
ン

ダ
か
ら
伝
来
し
た
西
洋
医
学
で
あ
る
「
蘭
方(

ら
ん
ぽ
う)

」
と
区
別
す
る

た
め
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
中
医
学
」
（
中
国
で
発
達
し
た
伝
統

医
学
）
や
「
韓
医
学
」(

韓
国
で
発
達
し
た
伝
統
医
学
）
と
も
異
な
り
ま
す
。

ま
さ
に
漢
方
医
学
は
、
日
本
独
自
に
発
達
し
た
医
学
な
の
で
す
。
 

（
薬
剤
師
 
新
村
 
赴
人
）
 

「
“
拘
縮
が
強
い
”
利
用
者
の

進
行
さ
せ
な
い
！
拘
縮
予
防

と
有
効
な
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
」
 

 
患
者
様
に
よ
り
良
い
療
養
を
し
て
頂
く

た
め
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と

し
て
、
当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
課

の
ス
タ
ッ
フ
が
、
ス
タ
ッ
フ
に
向
け
て
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
 

 
自
分
の
力
で
動
く
こ
と
の
で
き
な
い
患

者
様
の
関
節
の
「
拘
縮
」
や
「
変
形
」
を
予

防
し
、
褥
瘡(

床
ず
れ)

予
防
な
ど
で
役
立
つ

「
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
」
。
患
者
様
自
身
の
能

力
を
発
揮
で
き
る
最
適
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
 

 
身
体
を
動
か
し
た
際
に
生
じ
る

「
摩
擦
」
と
「
ズ
レ
」
が
褥
瘡(

床
ず

れ)

発
生
の
大
き
な
原
因
と
な
り
ま

す
。
ズ
レ
の
解
消
方
法
や
、
オ
ム
ツ

交
換
時
に
注
意
す
る
こ
と
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。
 

 
当
院
で
安
心
・
安
全
に
療
養
し
て

頂
く
た
め
、
今
後
も
職
員
一
同
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
！
 


